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コ
ロ
ナ
禍
以
降
4
年
ぶ
り

に
分
会
か
ら
複
数
人
の
参
加

と
な
り
、
練
馬
区
防
災
課
と

避
難
拠
点
運
営
連
絡
会
あ
わ

せ
て
全
体
50
人
（
練
馬
支
部

38
人
）
が
参
加
。
①
仮
設
ト

イ
レ
の
組
立
て
、
②
応
急
給

水
栓
の
使
い
方
、
③
バ
ー
ナ

ー
の
取
り
扱
い
、
④
発
電
機

・
投
光
器
の
使
い
方
、
⑤
備

蓄
品
の
展
示
を
5
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
取
り
組
み
ま
し

た
。防

災
課
職
員
か
ら

「
さ
す
が
建
設
業
の

み
な
さ
ん
」

災
害
時
に
お
け
る
避
難
拠

点
の
設
営
を
想
定
し
た
今
回

の
訓
練
。
初
め
て
経
験
す
る

内
容
も
多
く
、
参
加
者
は
意

欲
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

仮
設
ト
イ
レ
の
組
立
て
訓

練
で
は
、
「
さ
す
が
建
設
業

の
み
な
さ
ん
。
一
般
の
方
よ

り
設
営
が
早
い
」
と
練
馬
区

防
災
課
の
担
当
者
か
ら
声
が

あ
が
る
な
ど
、
建
設
職
人
の

腕
を
ア
ピ
ー
ル
。
ま
た
、
防

災
課
か
ら
は
「
災
害
時
は
誰

も
が
被
災
者
に
な
る
。
地
域

防
災
会
と
一
緒
に
訓
練
す
る

こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
時
の

協
力
者
が
増
え
る
こ
と
は
、

た
い
へ
ん
有
難
い
。
防
災
課

と
し
て
も
、
職
員
が
一
緒
に

訓
練
す
る
機
会
が
持
て
て
良

か
っ
た
」
と
感
想
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

地
域
の
防
災
組
織
も
高
齢

化
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
な

か
、
一
緒
に
訓
練
を
お
こ
な

い
「
地
域
の
守
り
手
」
と
し

て
チ
ー
ム
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
の

存
在
感
を
示
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
地
域
防
災
に
と
っ

て
意
義
あ
る
取
り
組
み
と
な

り
ま
し
た
。

練
馬
支
部
の
防
災
組
織
・
チ
ー
ム
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ

が
「
第
8
回
防
災
学
習
＆
訓
練
」
を
7
月
23
日
、
区

立
大
泉
第
四
小
学
校
で
、
同
小
学
校
避
難
拠
点
運
営

連
絡
会
の
協
力
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

訓練に参加したチームＮＡＭＡＺＵのメンバーと地域防災会、練馬区防災課のみなさん

応
急
給
水
栓
の
使
い
方
も
学
び
ま
し
た

仮
設
ト
イ
レ
の
組
み
立
て
は
手
際
よ
く

7
月
14
日
、
建
設
ユ
ニ
オ

ン
と
共
同
で
練
馬
区
内
建
設

現
場
訪
問
行
動
を
行
い
、
29

人
（
練
馬
支
部
21
人
）
が
参

加
し
ま
し
た
。
公
共
工
事
3

現
場
、
民
間
工
事
3
現
場
、

合
計
6
現
場
を
6
班
に
分
か

れ
て
訪
問
し
、
所
長
懇
談
と

現
場
労
働
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

労
働
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
公
共
現
場
11
人
、
民
間

現
場
26
人
が
回
答
。
「
賃
金

は
昨
年
と
比
較
し
て
下
が
っ

て
い
な
い
も
の
の
公
共
工
事

設
計
労
務
単
価
を
下
回
っ
て

い
る
」
、
「
練
馬
区
外
の
従

事
者
が
多
い
」
、
「
休
日
は

週
一
日
が
9
割
」
、
「
建
退

共
手
帳
は
半
数
以
上
が
持
っ

て
い
な
い
」
と
い
っ
た
実
態

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

所
長
懇
談
で
は
、
熱
中
症

対
策
、
建
退
共
加
入
促
進
、

工
期
の
確
保
、公
契
約
条
例
、

建
設
労
働
者
の
処
遇
改
善
と

担
い
手
確
保
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
担
い
手

確
保
に
つ
い
て
は
「
人
手
不

足
感
は
あ
る
。
人
手
確
保
の

た
め
に
2
か
月
前
か
ら
段
取

り
を
組
む
。
そ
れ
で
も
来
な

い
場
合
が
あ
る
。
左
官
は
年

齢
が
高
い
。
以
前
は
、
息
子

を
連
れ
て
く
る
大
工
が
い
た

が
、今
は
見
な
く
な
っ
た
」、

「
躯
体
工
の
職
人
の
人
手
が

足
り
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

若
い
職
人
も
す
ぐ
辞
め
て
し

ま
い
現
場
監
督
も
困
っ
て
い

る
」
と
い
っ
た
声
も
。
区
内

事
業
者
の
と
こ
ろ
で
も
担
い

手
確
保
に
向
け
た
と
り
く
み

が
切
実
に
な
っ
て
い
ま
す
。

秋
に
は
区
内
元
請
工
事
業
者

や
練
馬
区
と
の
懇
談
を
計
画

し
ま
す
。

建設業にも時間外労働の上限規制
が適用となる2024年4月まで8か
月。目前に迫った「働き方改革」に
ついての学習会を8月3日、練馬支
部会館で開催しました。
学習会には法人事業所10社が参

加。時間外労働の取り扱いと割増賃
金の計算の仕方、有給休暇の取得な
どについて学習しました。
参加者からは「必要書類の準備が
大変ですが、進める必要があると改
めて認識した」、「今日の受講はた
いへん勉強になりました。時間外の

記録、有給休暇の付与・取得は今す
ぐまとめて管理しておこうと思いま
す」などの感想が寄せられました。
今後も継続的に学習会を開催して

いきます。

現場従事者に指差
しアンケート

【日時】
９月２６日 午前１０時
〈場所〉練馬支部会館

【日時】
９月２９日 午後７時
〈場所〉練馬支部会館

▼
今
年
も
7

月
30
日
に
支

部
会
館
で
開

催
さ
れ
た
憲

法
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
。
核

兵
器
禁
止
条

約
の
批
准
を
求
め
て
活
動
す

る
高
校
生
の
姿
を
等
身
大
で

描
い
た
有
原
誠
治
監
督
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
が
印

象
的
だ
っ
た
▼
11
月
に
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で

核
兵
器
禁
止
条
約
第
2
回
締

約
国
会
議
が
開
か
れ
る
。
広

島
市
の
松
井
市
長
は
6
日
の

平
和
式
典
で
「
核
抑
止
論
は

破
綻
し
て
い
る
」
と
の
べ
、

各
国
の
為
政
者
に
核
抑
止
論

か
ら
脱
却
す
る
よ
う
呼
び
か

け
た
。
日
本
政
府
に
は
、
核

兵
器
を
全
面
的
に
禁
じ
る
核

兵
器
禁
止
条
約
の
締
約
国
と

な
る
こ
と
、
第
2
回
締
約
国

会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

す
る
よ
う
求
め
た
▼
戦
後
78

年
が
経
ち
、
「
戦
争
を
知
ら

な
い
」
世
代
は
全
人
口
の
86

％
を
占
め
る
に
至
っ
て
い

る
。
象
徴
的
な
の
が
国
会
議

員
。
1
9
8
9
（
平
成
元
）

年
に
は
戦
前
生
ま
れ
が
95
％

を
締
め
て
い
た
国
会
も
、
2

0
2
2
（
令
和
4
）
年
に
は

戦
後
生
ま
れ
の
政
治
家
の
割

合
が
98
％
に
な
っ
て
い
る
そ

う
だ
▼
そ
う
し
た
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
唯
一
の
戦
争
被
爆

地
の
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ

の
声
は
重
い
。
ヒ
ロ
シ
マ
、

ナ
ガ
サ
キ
の
声
に
真
摯
に
耳

を
傾
け
る
べ
き
時
だ
。
「
新

た
な
戦
前
」
に
し
な
い
た
め

に
も
（
文
）

東京土建に期待高まる

９月の学習会９月の学習会

チームＮＡＭＡＺＵが地域・行政と防災訓練チームＮＡＭＡＺＵが地域・行政と防災訓練

目目前前にに迫迫るる 「「働働きき方方改改革革」」目目目前前前ににに迫迫迫るるる 「「「働働働ききき方方方改改改革革革」」」

支部会館で学習会支部会館で学習会

��地地地域域域ののの守守守りりり手手手��

区
内
現
場
訪
問
行
動

区
内
現
場
訪
問
行
動

所
長
懇
談
で
は

「
人
手
不
足
」の
切
実
な
声
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7
月
25
日
、
「
練
馬
平
和

行
進
2
0
2
3
」が
行
わ
れ
、

1
6
0
人（
練
馬
支
部
81
人
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

豊
玉
公
園
の
集
会
で
は
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
4
年
ぶ
り

に
区
職
労
保
育
園
分
会
Ｏ
Ｂ

が
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
。
被

爆
者
練
馬
の
会
、
核
兵
器
禁

止
条
約
の
批
准
を
求
め
る
ね

り
ま
の
会
の
代
表
が
「
Ｇ
7

広
島
サ
ミ
ッ
ト
は
核
兵
器
禁

止
条
約
に
は
一
言
も
触
れ

ず
、
核
抑
止
力
を
全
面
的
に

正
当
化
し
、
多
く
の
被
爆
者

を
失
望
さ
せ
た
」
、
「
核
兵

器
の
な
い
、
戦
争
の
な
い
平

和
な
世
界
を
築
く
た
め
市
民

の
力
で
一
歩
・
一
歩
前
に
す

す
め
よ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

練
馬
か
ら
派
遣
さ
れ
る
原

水
禁
世
界
大
会
代
表
団
（
6

団
体
15
人
）
の
仲
間
の
紹
介

も
行
わ
れ
、
練
馬
支
部
か
ら

岡
上
誠
さ
ん
（
上
石
神
井
分

会
）
と
今
津
佑
介
書
記
が
決

意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
練
馬
駅
前
を

通
り
中
新
井
公
園

ま
で
行
進
。
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
核
兵

器
が
使
用
さ
れ
る

可
能
性
す
ら
高
ま

っ
て
い
る
今
だ
か

ら
こ
そ
、
核
兵
器

禁
止
条
約
へ
の
参

加
を
日
本
政
府
に

求
め
て
い
こ
う
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
家
・

映
画
監
督
の
有
原
誠
治
さ
ん

が
脚
本
・
監
督
・
撮
影
を
つ

と
め
た
映
画
「
声
を
あ
げ
る

高
校
生
た
ち
〜
核
兵
器
禁
止

条
約
に
署
名
・
批
准
を
〜
」

を
上
映
し
ま
し
た
。
学
校
の

枠
を
超
え
て
学
び
交
流
し
、

核
兵
器
廃
絶
の
た
め
に
行
動

す
る
高
校
生
た
ち
の
姿
を
生

き
生
き
と
映
し
出
し
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
で
す
。

有
原
監
督
も
来
場

さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

不
安
や
葛
藤
を
抱
え

な
が
ら
も
核
兵
器
禁

止
・
廃
絶
を
訴
え
て

署
名
活
動
に
と
り
く

む
高
校
生
の
姿
に
ご

自
身
も
感
銘
を
受
け

て
こ
の
映
画
を
つ
く
っ
た
こ

と
、
い
ま
の
学
校
教
育
が
平

和
や
社
会
問
題
に
つ
い
て
高

校
生
が
考
え
る
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
に
き
わ
め
て
消
極

的
・
否
定
的
で
あ
る
こ
と
を

紹
介
し
な
が
ら
、
「
人
と
し

て
生
き
る
」
た
め
の
教
育
の

本
質
と
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い

て
語
り
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
、
「
こ
の

映
画
が
目
当
て
で

息
子
と
参
加
し
ま

し
た
。
受
験
重
視

の
な
か
で
、
強
い

芯
を
持
ち
、
と
て

も
大
切
な
核
兵
器

廃
絶
の
署
名
運

動
、
デ
モ
な
ど
勇

気
あ
る
行
動
を
し

て
い
る
高
校
生
の

姿
に
感
動
し
た
」
と
い
っ
た

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
映
画
の
挿
入
歌
「
ち

い
さ
な
ひ
と
つ
ぶ
」
を
歌
っ

て
い
る
三
⻆
真
弓
副
委
員
長

も
ラ
イ
ブ
で
歌
唱
。
自
身
が

作
詞
・
作
曲
し
た
こ
の
歌
に

込
め
た
、
世
代
を
越
え
た
普

遍
的
な
平
和
へ
の
思
い
を
伝

え
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
昼
食
休
憩
時

に
は
、
笹
川
勝
雄
さ
ん
（
高

松
分
会
）
作
成
の
記
録
映
像

「
練
馬
支
部
憲
法
平
和
対
策

部
の
活
動
」
を
上
映
し
、
こ

の
1
年
間
の
運
動
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
す
る
有
原
誠
治
監
督

7
月
30
日
（
日
）
、
組
合
員
・
家
族
の
手
作
り
で
平

和
を
考
え
る
「
憲
法
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
3
」
を
練
馬
支

部
会
館
で
開
催
。
他
団
体
や
地
域
か
ら
の
参
加
も
含
め

1
0
0
人
を
超
え
る
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

原
爆
パ
ネ
ル
・
東
京
大
空
襲
の
写
真
な
ど
1
0
0
点

の
ほ
か
、
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
練
馬
支
部
の
協
力
に

よ
る
平
和
川
柳
・
短
歌
な
ど
の
展
示
と
あ
わ
せ
、
多
彩

な
舞
台
企
画
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

練馬駅前を行進して核兵器廃絶をアピール

区
職
労
保
育
園
分
会
Ｏ
Ｇ
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

全
国
で
地
方
議
会
の
イ
ン

ボ
イ
ス
反
対
の
意
見
書
採
択

の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
な

か
、
7
月
21

日
に
、
豊
島

・
文
京
・
練

馬
各
界
連
の

3
団
体
共
催

で
「
イ
ン
ボ

イ
ス
池
袋
西

口
リ
レ
ー
ト

ー
ク
」
を
実

施
。
練
馬
支

部
8
人
を
含
む
70
人
の
参
加

者
が
集
い
ま
し
た
。
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
で
の
呼
び
か
け
に

応
え
て
「
参
加
さ
せ
て
ほ
し

い
」
と
そ
の
場
で
プ
ラ
カ
ー

ド
を
持
っ
て
行
動
に
参
加
す

る
方
も
あ
り
ま
し
た
。

練
馬
支
部
の
三
⻆
税
対
部

長
は
、
日
本
の
政
治
の
矛
盾

点
を
指
摘
し
「
一
緒
に
行
動

を
」と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

立
憲
民
主
党
、日
本
共
産
党
、

れ
い
わ
新
選
組
の
代
表
も
発

言
。
議
員
は
応
援
含
め
10
人

に
の
ぼ
り
、
各
区
議
会
、
都

議
会
、
国
政
の
状
況
報
告
で

リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

当
日
は
、
各
地
域
の
意
見

書
採
択
に
む
け
た
署
名
に
取

り
組
み
、
全
体
で
90
筆
を
集

め
ま
し
た
（
う
ち
練
馬
区
向

け
46
筆
）
。
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

イ
ン
ボ
イ
ス
」
の
プ
ラ
カ
ー

ド
を
見
て
署
名
に
応
じ
る
方

も
多
く
、対
話
の
な
か
で「
私

も
練
馬
区
民
で
す
、
ぜ
ひ
署

名
さ
せ
て
く
だ
さ
い
！
」
と

の
う
れ
し
い
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

な
お
、
練
馬
区
へ
の
陳
情

署
名
は
こ
の
日
の
集
約
分
を

含
め
8
9
7
筆
の
到
達
に
な

っ
て
い
ま
す
。

写真展示用のバネルも大工職の組合員が製作

原
水
禁
世
界
大
会
に
向
け
て

決
意
表
明
（
写
真
左
・
岡
上

さ
ん
、
右
・
今
津
書
記
）

挿
入
歌
「
ち
い
さ
な
ひ
と
つ
ぶ
」
を

歌
う
三
⻆
副
委
員
長

昨
年
に
続
き
、
支
部
合
唱

団
コ
ス
モ
ス
が
コ
ー
ラ
ス
劇

「
憲
法
の
授
業
」
を
披
露
。

戦
争
を
し
な
い
と
誓
っ
た
日

本
国
憲
法
の
原
点
を
表
現
し

ま
し
た
。

今
回
、
新
た
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
新
作
、
野
津
俊
夫
さ
ん

（
新
豊
玉
分
会
）
企
画
・
脚

本
、
組
合
員
11
人
の
出
演
に

よ
る
模
擬
裁
判
劇
「
ど
う
す

る
？

�
あ
ん
ぽ
3
文
書
�
」

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

劇
は
、
政
府
が
閣
議
決
定

し
た
「
安
保
3
文
書
」
を
被

告
に
裁
判
の
弁
論
が
す
す
ん

で
い
き
ま
す
。
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有
、
米
軍
と
自
衛

隊
の
一
体
化
、
大
軍
拡
を
す

す
す
め
る
「
安
保
3
文
書
」

は
憲
法
9
条
違
反
と
主
張
す

る
原
告
代
理
人
。
ミ
サ
イ
ル

部
隊
が
配
備
さ
れ
る
架
空
の

「
南
島
島
」
「
北
西
島
」
の

住
民
も
お
国
訛
り
で
証
言
し

ま
す
。

「
反
撃
能
力
の
保
有
は
抑

止
力
に
な
る
」
「
敵
が
攻
め

て
き
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
軍
の

指
揮
の
も
と
協
力
し
て
相
手

の
基
地
と
司
令
部
に
向
け
て

ミ
サ
イ
ル
を
撃
ち
、
反
撃
す

る
の
は
当
然
で
専
守
防
衛
に

反
し
な
い
」
と
述
べ
る
「
安

保
3
文
書
」側
。
原
告
側
は
、

「
専
守
防
衛
は
、
日
本
は
外

国
に
対
し
て
攻
撃
は
し
な

い
、
自
分
た
ち
が
攻
撃
さ
れ

た
時
に
守
る
だ
け
で
、
そ
う

い
う
戦
力
し
か
も
た
な
い
と

い
っ
て
き
た
」
と
敵
基
地
攻

撃
能
力
の
保
有
は
専
守
防
衛

と
矛
盾
す
る
と
し
、
「
安
保

3
文
書
は
敵
を
増
や
す
戦

略
。
好
き
な
国
と
だ
け
で
な

く
気
に
食
わ
な
い
国
と
も
付

き
合
う
、
話
し
合
っ
て
敵
を

減
ら
す
と
こ
そ
政
治
の
役

割
」
と
反
論
。
論
戦
が
続
い

て
い
き
ま
す
。

裁
判
の
判
決
は
傍
聴
人

（
国
民
）
一
人
ひ
と
り
が
考

え
て
出
す
よ
う
委
ね
ら
れ
ま

し
た
が
、
組
合
員
の
熱
演
に

会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

昨
年
末
に
閣
議
決
定
し
た

「
安
保
三
文
書
」
が
日
本
に

あ
る
米
軍
基
地
に
ど
ん
な
影

響
を
与
え
る
の
か
、
今
回
は

横
田
基
地
の
問
題
が
テ
ー
マ

で
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
聞
い
て

み
た
い
と
思
い
平
和
共
同
取

材
に
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
「
変
貌
す
る

横
田
基
地
」
と
題
し
、
東
京

平
和
委
員
会
の
岸
本
正
人
さ

ん
の
ガ
イ
ド
で
横
田
基
地
一

周
16
㎞
を
バ
ス
で
回
り
、
サ

ウ
ス
ゲ
ー
ト
で
フ
ェ
ン
ス
越

し
に
基
地
を
視
察
し
ま
し

た
。
輸
送
機
主
体
の
任
務
か

ら
爆
撃
機
、
戦
闘
機
、
特
殊

部
（
オ
ス
プ
レ
イ
含
む
）
が

主
体
と
な
る
戦
争
準
備
の
配

備
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
基
地

周
辺
の
一
画
に
は
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ

（
石
川
島
播
磨
工
業
）
が
あ

り
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
で
米
軍
の
軍
用

機
を
整
備
す
る
と
の
こ
と
。

基
地
周
辺
3
㎞
以
内
に
30
を

超
え
る
学
校
が
あ
り
、
も
し

も
の
こ
と
が
あ
れ
ば
恐
ろ
し

い
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
し

た
。午

後
は
西
多
摩
支
部
会
館

で
、
諸
永
裕
司
氏
（
元
朝
日

新
聞
記
者
）
の
講
演
。
米
軍

が
使
っ
て
い
た
泡
消
火
剤
の

漏
出
問
題
（
7
月
6
日
東
京

新
聞
報
道
）
に
つ
い
て
、
11

年
前
に
横
田
基
地
か
ら
消
火

剤
3
、
0
0
0
リ
ッ
ト
ル
漏

出
が
あ
っ
た
と
防
衛
省
に
報

告
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
東

京
都
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
年
7
月
4
日
に
な
っ

て
や
っ
と
東
京
都
は
横
田
基

地
で
3
件
の
漏
出
に
つ
い
て

防
衛
省
か
ら
説
明
を
受
け
た

そ
う
で
す
が
、
10
年
も
た
っ

て
か
ら
で
は
何
の
説
明
に
も

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

な
ぜ
、
消
火
剤
が
問
題
な

の
か
。
元
の
物
質
は
有
機
フ

ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
約

5
0
0
0
種
類
あ
る
）
。
1

9
5
0
年
代
に
人
工
的
に
開

発
さ
れ
た
物
質
で
、
一
度
作

れ
ば
分
解
さ
れ
な
い
、
体
内

に
入
れ
ば
蓄
積
し
て
人
体
を

む
し
ば
む
、
そ
ん
な
物
質
を

米
軍
が
消
火
剤
と
し
消
火
訓

練
で
使
い
、
土
壌
か
ら
地
下

水
に
流
れ
出
た
の
で
す
。
基

地
周
辺
の
井
戸
水
を
検
査
し

た
結
果
、
高
濃
度
の
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
が
検
出
さ
れ
た
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
2
0
0
0
年

に
米
環
境
保
護
庁（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

が
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
危
険
性
が
あ

る
と
し
、
主
要
メ
ー
カ
ー
に

製
造
中
止
と
全
廃
の
協
定
を

結
ん
だ
そ
う
で
す
が
、
在
日

米
軍
は
処
理
に
高
額
な
費
用

が
か
か
る
た
め
不
法
投
棄
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

戦
後
78
年
経
っ
て
も
、
1

9
6
0
年
に
締
結
さ
れ
た

「
日
米
地
位
協
定
」に
よ
り
、

米
軍
は
汚
染
除
去
の
責
任
を

追
わ
な
い
し
、
日
本
は
立
ち

入
り
調
査
も
で
き
な
い
し
、

日
本
の
刑
事
裁
判
権
も
及
び

ま
せ
ん
。

国
民
の
税
金
で
思
い
や
り

予
算
を
た
ら
ふ
く
使
っ
て
い

る
政
治
家
た
ち
よ
、
ア
メ
リ

カ
の
言
い
な
り
に
な
る
な

と
、
私
は
言
い
た
い
。
安
保

三
文
書
で
ア
メ
リ
カ
か
ら
兵

器
を
購
入
し
、
国
民
は
賃
金

も
上
が
ら
ず
疲
弊
し
て
い
る

の
に
大
軍
拡
に
ま
っ
し
ぐ

ら
。
ア
メ
リ
カ
の
た
め
に
大

増
税
が
待
っ
て
い
る
日
本
は

い
や
で
す
。

7
月
16
日
、
本
部
教
宣
部
の
平
和
共
同
取
材
が
お
こ

な
わ
れ
、
練
馬
支
部
か
ら
肥
野
信
彦
・
支
部
教
宣
部
長

と
掛
端
光
夫
・
新
大
泉
分
会
教
宣
部
長
が
参
加
、
横
田

基
地
の
視
察
と
米
軍
の
泡
消
火
剤
に
含
ま
れ
る
発
が
ん

性
の
疑
い
が
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
土
壌
・
水
汚
染
と

多
摩
地
域
の
住
民
の
健
康
被
害
の
問
題
を
学
び
ま
し

た
。
掛
端
さ
ん
に
感
想
を
寄
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

9
月
も
継
続
し
て

取
り
組
み
ま
す

組
合
で
取
り
組
む
「
国

保
組
合
の
育
成
・
強
化
、

保
険
証
交
付
の
存
続
を
求

め
る
要
請
署
名
」
は
8
月

1
日
現
在
、
5
、
5
7
7

筆
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

報
道
各
社
の
世
論
調
査

で
は
、
来
年
秋
に
現
在
の

保
険
証
を
原
則
廃
止
す
る

こ
と
に
延
期
や
撤
回
を
求

め
る
声
が
多
数
を
占
め
、

一
部
の
与
党
幹
部
か
ら
も

延
期
論
が
出
る
一
方
、
岸

田
内
閣
は
予
定
通
り
実
施

す
る
意
向
を
示
し
て
お

り
、
国
民
の
不
安
の
声
を

受
け
止
め
よ
う
と
し
て
い

ま
せ
ん
。

組
織
人
員
の
2
倍
を
目

標
に
、
9
月
も
引
き
続
き

こ
の
署
名
に
取
り
組
み
、

保
険
証
存
続
を
求
め
る
世

論
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

厚
生
労
働
省
へ
の

ハ
ガ
キ
要
請
は
6

5
2
4
枚

厚
労
省
へ
の
ハ
ガ
キ
要

請
は
、
目
標
6
、
4
3
1

枚
に
対
し
て
6
、
5
2
4

枚
（
到
達
率
1
0
1
・
4

％
）
と
な
り
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
自
身
の
闘
病
経

験
を
も
と
に
建
設
国
保
の

重
要
性
を
訴
え
た
仲
間
や

家
族
の
ハ
ガ
キ
も
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
厚
労
省
は
8

月
末
に
財
務
省
へ
2
0
2

4
年
度
予
算
の
概
算
要
求

を
提
出
予
定
で
す
。
全
建

総
連
の
代
表
者
は
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
こ
の
ハ
ガ
キ

を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
厚

労
省
の
担
当
者
に
私
た
ち

の
思
い
を
伝
え
、
財
務
省

へ
の
要
求
に
反
映
さ
せ
る

よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。

模擬裁判劇「どうする？あんぽ3文書」

サウスゲート付近から横田基地を視察組合員によるミニライブも

劇
の
後
は
、
中
込
祐
さ
ん

（
新
豊
玉
分
会
）
・
戸
谷
茂

さ
ん
（
土
支
田
分
会
）
、
地

域
の
歌
声
グ
ル
ー
プ
「
平
和

と
お
に
ぎ
り
が
大
好
き
な
ゆ

か
い
な
仲
間
た
ち
」
の
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
に
続
き
、
歌
の
広
場

で
は
参
加
者
全
員
で
の
歌
声

交
流
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え

ま
し
た
。

フ
ェ
ス
タ
で
は
、
来
場
者

が
一
文
字
一

文
字
を
書
き

入
れ
る
タ
イ
ル
ア
ー
ト
「
日

本
国
憲
法
前
文
」
も
、
来
場

者
の
協
力
で
見
事
に
完
成
。

9
月
に
ゆ
め
り
あ
区
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
る
「
非

核
都
市
ね
り
ま
平
和
展
」
に

出
品
し
ま
す
。

練
馬
支
部
は
今
後
も
、
仲

間
の
一
人
ひ
と
り
が
作
り
上

げ
る
「
憲
法
を
生
か
し
、
平

和
を
守
る
運
動
」
を
地
域
の

仲
間
と
と
も
に
「
草
の
根
」

で
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

コスモスの「憲法の授業」

タ
イ
ル
ア
ー
ト
に
取
り
組
む
来
場
者

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
！

練
馬
平
和
行
進
２
０
２
３

掛端光夫（新大泉分会教宣部長）
横田基地の危険な実態を痛感

戦争準備・PFAS汚染戦争準備・PFAS汚染

組合員がつくる「憲法フェスタ2023」組合員がつくる「憲法フェスタ2023」
映画、劇、歌をつうじて平和と憲法を考えた映画、劇、歌をつうじて平和と憲法を考えた

舞
台
企
画
そ
の
3

舞
台
企
画
そ
の
2

歌
声
で
交
流
、タ
イ
ル
ア
ー
ト「
日

本
国
憲
法
前
文
」
も
見
事
完
成

組
合
員
が
作
り
、
演
じ
た
裁
判
劇

「
ど
う
す
る
？�
あ
ん
ぽ
3
文
書
�」

舞
台
企
画
そ
の
1

�
こ
の
映
画
を
み
る
た
め
に
息
子

と
来
場
�

「
声
を
上
げ
る
高
校
生
た
ち
〜
核
兵
器

禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准
を
」

リレートーク
「
ぜ
ひ
署
名
さ
せ
て
く
だ
さ
い
！
」

国
保
組
合
の
育
成
・
強
化
、

90
筆
の
署
名
集
ま
る

保
険
証
存
続
を
求
め
る
要
請
署
名

ＳＴＯＰ！インボイス
池袋西口
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7
月
26
日
と
31
日
、
「
健

康
教
室
」
を
練
馬
区
内
5
会

場
に
分
か
れ
て
実
施
、
1
4

6
人
が
参
加
し
ま
し
た
。「
歯

の
お
手
入
れ
は
万
病
予
防
に

つ
な
が
る
!?
」を
テ
ー
マ
に
、

代
々
木
歯
科
、小
豆
沢
歯
科
、

大
泉
生
協
病
院
の
医
師
、
練

馬
区
関
保
健
相
談
所
の
歯
科

衛
生
士
を
講
師
に
招
き
、
世

界
中
で
患
者
数
が
最
多
と
さ

れ
る
歯
周
病
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

や
、
正
し
い
歯
の
磨
き
方
等

を
学
び
ま
し
た
。

参
加
し
た
仲
間
と
家
族
か

ら
は
「
歯
の
大
切
さ
が
良
く

理
解
で
き
た
」
、
「
普
段
健

康
に
関
し
て
興
味
は
あ
る

が
、
な
か
な
か
生
活
に
反
映

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
今

回
の
よ
う
な
機
会
が
あ
る
こ

と
で
見
直
す
き
っ
か
け
に
な

っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

今年度は5年に1度の保守管
理委託契約満了の年となるた
め、次期委託業者の選定を行い
ます。下記のとおり公募による
募集を行います。

〈公募内容と業者選定方法〉
●業者の選定：5年毎の公募によ
る入札で決定

●委託期間：2024年3月1日～20
29年2月28日（5年間）

●年度更新：決定委託業者は、次
年度以降見積額に変更ない場合は
期間内自動更新（変更ある場合は
協議事項とする）

●管理委託業種：4業種…①会館
清掃業務、②電気設備点検③エレ
ベーター点検、④防火・消防設備
点検

●応募資格：組合員である事業者

●選考のポイント：①見積金額、
②組合とのつながり、③事業の経
営安定度、④業務実績、⑤その他

●応募方法：見積書（新規事業者
は会社案内も）を10月13日（金）
迄に支部事務所へ提出ください

7
月
23
日
、
シ
ニ
ア
友
の

会
は
夏
の
交
流
会
を
練
馬
支

部
会
館
で
ひ
ら
き
、
17
分
会

か
ら
32
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
は
じ
め
に
、
佐
渡
則
年

会
長
と
上
原
良
子

副
委
員
長
（
シ
ニ

ア
担
当
役
員
）
が

あ
い
さ
つ
。
つ
づ

い
て
、
介
護
予
防

運
動
指
導
員
の
岡

山
和
美
さ
ん
の
指

導
で
健
康
体
操
。

軽
妙
な
ト
ー
ク
も

交
え
た
指
導
で
、

1
時
間
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
る

ほ
ど
、
楽
し
く
汗

を
流
し
ま
し
た
。

健
康
体
操
の
あ

と
は
、
軽
食
を
と

り
な
が
ら
交
流
。

参
加
者
の
テ
ー
ブ

ル
紹
介
や
、
お
楽

し
み
賞
品
も
用
意

し
た
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
で
盛

り
上
が
り
、
楽
し
い
夏
の
1

日
と
な
り
ま
し
た
。

塗
装
工
（
正
規
1
人
・
短
期

2
人
）

い
ず
れ
も
経
験
者

有
限
会
社
Ｎ
Ｔ
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
（
大
泉
東
分
会
）

練
馬
区
大
泉
町
2
―
28
―
7

☎
0
9
0
―
8
7
0
0
―
3

2
0
4

と
び
工
（
正
規
2
人
）

経
験
者
・
見
習
い

株
式
会
社
宮
城
仮
設
（
桜
台

分
会
）

練
馬
区
氷
川
台
3
―
19
―
2

☎
0
3
―
3
9
3
1
―
8
3

5
4

左
官
工
（
正
規
1
人
）

経
験
者
・
要
普
免

合
同
会
社
は
な
ま
る
（
学
園

分
会
）

練
馬
区
大
泉
町
2
―
36
―
6

☎
0
8
0
―
5
3
7
7
―
3

9
7
8

※詳細についての問い合わせは
支部担当（池田）まで

ＴＥＬ 03（3825）5522

ヨ
コ
の
カ
ギ

1

う
ろ
こ
雲
と
も
い
う
巻

積
雲

5

…
…
に
耳
あ
り
障
子
に

目
あ
り

7

ビ
ー
ル
と
い
え
ば
、
こ

の
国

8

Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
の
Ｍ
は
？

10

急
（
せ
）
い
て
は
事
を

…
…

11

…
…
方
、
…
…
心
、
…

…
元

12

間
に
合
っ
て
い
ま
す
。

…
…
サ
ン
キ
ュ
ー
で
す

13

全
国
い
た
る
所
。
…
…

浦
浦

15

「
…
…
布
武
」
は
織
田

信
長
が
印
章
に
用
い
た

言
葉

17

小
説
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー

テ
」
を
書
い
た
の
は
？

20

小
規
模
な
医
療
施
設

21

Ａ
Ｐ
と
か
Ｕ
Ｐ
Ｉ
は
…

…
社

タ
テ
の
カ
ギ

1

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
…

…
を
た
く
さ
ん
掘
っ
た

故
中
村
哲
医
師

2

海
外
で
は
ド
レ
ス
シ
ャ

ツ

3

ぜ
い
た
く
を
し
な
い
生

活

4

カ
エ
デ
科
の
数
種
を
こ

う
呼
ぶ

5

…
…
活
、
…
…
適
、
…

…
挙

6

こ
の
国
も
ビ
ー
ル
で
有

名
で
す

9

霊
長
類
と
は
人
間
を
含

む
…
…
の
仲
間
で
す

11

ア
シ
カ
の
仲
間
の
海
獣

12

手
応
え
な
し
。
…
…
に

腕
押
し

14

兵
庫
県
豊
岡
市
と
い
え

ば
全
国
有
数
の
…
…
の

産
地
で
す

15

手
間
が
か
か
る
こ
と

16

昼
休
み
の
…
…
で
午
後

の
仕
事
は
能
率
ア
ッ
プ

18

…
…
は
友
を
呼
ぶ

19

元
素
番
号
26
、
元
素
記

号
は
Ｆ
ｅ

6
月
9
日
（
2
7
1
3
号
）
の
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者

答
え

サ
ク
ラ
ン
ボ
ガ
リ
（
サ
ク
ラ
ン

ボ
狩
り
）

当
選
者

北
練
馬
分
会

庭
野
祐
逸
さ
ん

田
柄
分
会

戸
澤
隆
男
さ
ん

大
泉
東
分
会

早
川
定
道
さ
ん

上
石
神
井
分
会

尾
﨑
正
一
さ
ん

旭
町
光
が
丘
分
会

横
尾
午
良
さ
ん

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
正
解
を
答

え
て
お
送
り
い
た
だ
い
た
方
の
中
か

ら
、
抽
選
で
5
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

（
5
0
0
円
分
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
宛
先
】
〒
1
7
6
―
0
0
2
3

練
馬
区
中
村
北
1
―
6
―
2

東
京
土

建
練
馬
支
部
「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
係

【
締
め
切
り
】
2
0
2
3
年
9
月
25
日

（
月
）
支
部
到
着
分
ま
で

余
白
に
お
便
り
や
イ
ラ
ス
ト
を
自
由
に

お
書
き
下
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

支部会館での健康教室（7月26日）

シ
ニ
ア
友
の
会

シ
ニ
ア
友
の
会

歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは
万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!????????????????????????????????????????????????????????????????

健
康
体
操
・
仲
間
と
の

交
流
楽
し
む

練馬支部健康教室練馬支部健康教室

求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

公 募公 募

練馬支部会館
第7期「保守管理
委託業務業者」
募集のお知らせ
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